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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　展開状態から折り畳み状態へ折り畳み可能な乳母車であって、
　本体フレームと、
　前記本体フレームに揺動可能な一対の延出部分と、前記一対の延出部分を連結する連結
部分と、を有するハンドルと、
　座部及び前記座部に接続された背当部を有するシートと、
　前記本体フレームに取り付けられ、前記シートを支持するシート支持体と、
を備え、
　前記シート支持体は、前記座部を支持する座面支持体と、前記背当部を支持する背当支
持体と、を有し、
　前記座面支持体に、持ち手が取り付けられ、
　折り畳み状態において、前記持ち手は、前記ハンドルの前記連結部分よりも下方に位置
し、
　展開状態にある乳母車を上方から観察したときに、前記持ち手は、前記シートの前記座
部に重なっている、乳母車。
【請求項２】
　前記持ち手は、折り畳み状態において前記座面支持体から上方に突出する、請求項１に
記載の乳母車。
【請求項３】
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　当該乳母車を展開状態から折り畳み状態へ折り畳むときに、前記座面支持体は、その前
方部分が上方に持ち上がるように回動するようになっていて、
　前記座面支持体の前方部分に、前記持ち手が取り付けられている、請求項１または２に
記載の乳母車。
【請求項４】
　前記座面支持体は、幅方向に対向する一対の側枠と、前記一対の側枠を前方で接続する
前枠と、を有し、
　前記持ち手は、前記前枠に保持されている、請求項１乃至３のいずれか一項に記載の乳
母車。
【請求項５】
　前記持ち手は、幅方向に間隔を空けて前記座面支持体に取り付けられた一対の基端部分
と、前記一対の基端部分に掛け渡された本体部分と、を含む、請求項１乃至４のいずれか
一項に記載の乳母車。
【請求項６】
　前記本体部分は、柔軟性をもつベルト状の部材からなる、請求項５に記載の乳母車。
【請求項７】
　前記本体部分は、前記基端部分に枢着されている、請求項５に記載の乳母車。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、折り畳み式の乳母車に係り、とりわけ持ち運びが容易な乳母車に関する。
【背景技術】
【０００２】
　広く普及している乳母車のほとんどは、折り畳み可能に構成されている。例えば特許文
献１に開示された乳母車では、側面視において前脚とハンドルとが接近するように折り畳
むことが可能となっている。折り畳まれた乳母車は、前後方向における大きさをコンパク
トにすることができ、持ち運びに適する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－０６３０９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　図１０に、従来の折り畳み状態にある乳母車５００を持ち上げるようすを示す。通常、
折り畳まれた乳母車５００を持ち運ぶ際には、ハンドル５２０に一方の腕をくぐらせて持
ち上げると共に、残りの腕で赤ちゃんを抱き抱える。しかしながら、腕をくぐらせる位置
はハンドル５２０のうちでも相対的に高い位置となるため、ハンドル５２０に一方の腕を
くぐらせて持ち上げる場合、乳母車５００を浮かせることは困難である。このため、大き
な段差を乗り越えたり急な階段を昇降する際には、乳母車５００を高く持ち上げるために
、保護者は負担となる姿勢を強いられる。
【０００５】
　その上、ハンドル５２０は、本体フレーム５１０に固定されてはいるものの多少のがた
つきをもっている。ハンドル５２０のがたつきは、乳母車５００を持ち上げ難くする。
【０００６】
　本発明は、このような点を考慮してなされたものであり、持ち運びが容易な折り畳み式
の乳母車を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明による乳母車は、展開状態から折り畳み状態へ折り畳み可能な乳母車であって、
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本体フレームと、座部及び前記座部に接続された背当部を有するシートと、前記本体フレ
ームに取り付けられ、前記シートを支持するシート支持体と、を備え、前記シート支持体
は、前記座部を支持する座面支持体と、前記背当部を支持する背当支持体と、を有し、前
記座面支持体に、持ち手が取り付けられている。
【０００８】
　本発明による乳母車において、前記持ち手は、折り畳み状態において前記座面支持体か
ら上方に突出していてもよい。
【０００９】
　本発明による乳母車において、当該乳母車を展開状態から折り畳み状態に折り畳むとき
に、前記座面支持体は、その前方部分が上方に持ち上がるように回動するようになってい
て、前記座面支持体の前方部分に、前記持ち手が取り付けられていてもよい。
【００１０】
　本発明による乳母車において、前記座面支持体は、幅方向に対向する一対の側枠と、前
記一対の側枠を前方で接続する前枠と、を有し、前記持ち手は、前記前枠に保持されてい
てもよい。
【００１１】
　本発明による乳母車において、前記持ち手は、幅方向に間隔を空けて前記座面支持体に
取り付けられた一対の基端部分と、前記一対の基端部分に掛け渡された本体部分と、を含
んでもよい。
【００１２】
　本発明による乳母車において、前記本体部分は、柔軟性をもつベルト状の部材からなっ
てもよい。
【００１３】
　本発明による乳母車において、前記本体部分は、前記基端部分に枢着されていてもよい
。
【００１４】
　本発明による乳母車において、展開状態にある乳母車を上方から観察したときに、前記
持ち手は、前記シートの前記座部に重なっていてもよい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、乳母車を折り畳んだ状態において、持ち手がハンドルの手を掛ける部
分よりも低い位置に位置するため、乳母車を持ち上げたときに、相当な高さまで乳母車を
浮かせることができる。その上、持ち手を握って乳母車を持ち上げる場合、手から座面支
持体に加わる力は、乳母車を折り畳む方向に作用し、乳母車の折り畳み状態を安定させる
。これらの結果、大きな段差を乗り越える場合や急な階段を昇降する場合であっても、乳
母車を楽な姿勢で容易に持ち運ぶことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施の形態における乳母車の全体構成を示す斜視図。
【図２】図１に示す乳母車をシート及びガードアームを取外した状態で示す斜視図。
【図３】ハンドルが対面押し位置に配置された状態で図２に示す乳母車を示す側面図。
【図４】図２に示す乳母車を折り畳み状態にて示す側面図。
【図５】図２に示す乳母車の持ち手を拡大して示す斜視図。
【図６】図５に示す乳母車の持ち手をシートを取り付けた状態で示す斜視図。
【図７】図３に示す折り畳み状態にある乳母車を持ち上げるようすを示す図。
【図８】図５に示す持ち手の一変形例を示す斜視図。
【図９】図８に示す持ち手を旋回させた状態を示す斜視図。
【図１０】従来の折り畳み状態にある乳母車を持ち上げるようすを示す側面図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
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　以下、図面を参照して本発明の一実施の形態について説明する。図１～図７は本発明に
よる乳母車の一実施の形態を説明するための図である。このうち、図１～図４には、乳母
車の全体構成が示されている。
【００１８】
　乳母車１は、広く普及しているように（例えば、特開２０１３－２４４９４２号公報や
特開２００７－０９８９９５号公報）折り畳み可能に構成されており、図１～図３に示さ
れた展開状態から図４に示された折り畳み状態へ折り畳むことができる。また、乳母車１
は、ハンドル２０を乳母車１の本体フレーム１０に対して揺動させることにより、図１、
２に示す背面押状態と、図３に示す対面押状態と、を切り換え可能になっている。
【００１９】
　ここで、本明細書中において、乳母車に対する「前」、「後」、「上」、「下」、「前
後方向」、及び「上下方向」の用語は、特に指示がない場合、展開状態にある乳母車１に
乗車する乳幼児を基準とした「前」、「後」、「上」、「下」、「前後方向」、及び「上
下方向」を意味する。さらに詳しくは、乳母車１の「前後方向」とは、図１、２における
紙面の左下と右上とを結ぶ方向であって、図３における紙面の左右の方向に相当する。そ
して、特に指示がない限り、「前」とは、乗車した乳幼児が向く側であり、図１、２にお
ける紙面の左下側並びに図３における紙面の左側が乳母車１の前側となる。一方、乳母車
１の「上下方向」とは前後方向に直交するとともに接地面に直交する方向である。したが
って、接地面が水平面である場合、「上下方向」とは垂直方向をさす。また、「幅方向ｄ
１」とは横方向であって、「前後方向」及び「上下方向」のいずれにも直交する方向であ
る。
【００２０】
　まず、乳母車１の全体構成について図１を参照して説明する。図１に示すように、乳母
車１は、乳母車本体２と、乳母車本体２に装着されたシート５０と、を有している。乳母
車本体２は、本体フレーム１０と、本体フレーム１０に揺動可能に取り付けられたハンド
ル２０と、により構成される。本体フレーム１０は、それぞれ左右に配置された一対の前
脚１１と、それぞれ左右に配置された一対の後脚１２と、それぞれ左右に配置された一対
のアームレスト１３と、を有している。前脚１１の下端及び後脚１２の下端には、それぞ
れ、前輪１６及び後輪１７が回転可能に支持されている。また、左右のアームレスト１３
の前方部分の間に、孤状の屈曲可能なガードアーム１８が掛け渡されている。
【００２１】
　前脚１１の上端部分は、対応する側（左側または右側）に配置されたアームレスト１３
の前方部分に回動可能に接続されている。同様に、後脚１２の上端部分が、対応する側（
左側または右側）に配置されたアームレスト１３の前方部分に回動可能に接続されている
。
【００２２】
　また、アームレスト１３の後方部分は、リンク部材１４及び回動ブラケット１５を介し
て、対応する側（左側または右側）に配置された後脚１２の中間部分に接続されている。
【００２３】
　以上のような構成からなる乳母車本体２の本体フレーム１０に対し、ハンドル２０が揺
動可能に接続されている。図１に示すように、本実施の形態において、ハンドル２０は、
互いに略平行に延びる略直線状の一対の延出部分２１と、一対の延出部分２１間を連結す
る連結部分２２と、を含み、全体として略Ｕ字状の形状を有している。ハンドル２０は、
Ｕ字の両端部分を対応する側のリンク部材１４に回動可能に連結されている。
【００２４】
　なお、図示された本実施の形態では、幅方向ｄ１に延びる一本の軸部材３が、ハンドル
２０、リンク部材１４及び回動ブラケット１５を貫通して、これらを回動可能に保持して
いる。すなわち、ハンドル２０のリンク部材１４に対する回動軸線は、リンク部材１４と
回動ブラケット１５との回動軸線と一致している。
【００２５】
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　図２に、シート５０及びガードアーム１８を取外した状態で乳母車１が示されている。
図２に示すように、乳母車本体２は、本体フレーム１０に取り付けられたシート支持体３
０をさらに有している。シート支持体３０は、リクライニング可能にシート５０を支持す
る。本実施の形態のシート支持体３０は、座面支持体３１と、座面支持体３１に揺動可能
（傾倒可能）に接続された背当支持体３２と、を有している。座面支持体３１は、乳母車
１に乗車した乳幼児の臀部の下方から位置するようになり、背当支持体３２は、乳母車１
に乗車した乳幼児の背中の背後に位置するようになる。
【００２６】
　本実施の形態の座面支持体３１及び背当支持体３２は、全体としてコの字状乃至やや角
張った略Ｕ字状にそれぞれ形成されている。これらコの字状の座面支持体３１とコの字状
の背当支持体３２とが互いの開放部を向かい合わせるようにして、対応する端部同士が枢
着されている。すなわち、背当支持体３２は、座面支持体３１と接続され、座面支持体３
１に対して揺動可能となっている。
【００２７】
　とりわけ、座面支持体３１は、一対の側枠３１ａと、一対の側枠３１ａを前方で接続す
る前枠３１ｂと、を有している。一対の側枠３１ａは、幅方向ｄ１に対向し、前後方向に
沿って軸状に延びている。一方、前枠３１ｂは、一対の側枠３１ａの前端の間を幅方向ｄ
１に沿って軸状に延びている。一対の側枠３１ａ及び前枠３１ｂは、単一の材料、例えば
アルミニウムからなる金属製のパイプを曲げることによって形成された一体物の部品とし
て構成される。
【００２８】
　また、各側枠３１ａは、その後端においてエンド部材３１ｃに固定されている。エンド
部材３１ｃは、側枠３１ａの端部を覆うキャップ状の部材として、例えば樹脂を用いて形
成され得る。一対の側枠３１ａ、前枠３１ｂ及びエンド部材３１ｃによって、座面支持体
３１が構成される。
【００２９】
　背当支持体３２は、コの字状に形成された軸状の背当枠３２ａと、背当枠３２ａがなす
コの字の端部にそれぞれ取り付けられたエンド部材３２ｂと、を有している。背当枠３２
ａは、単一の材料、例えばアルミニウムからなる金属製のパイプを曲げることによって形
成された一体物の部品として構成される。一方、エンド部材３２ｂは、背当枠３２ａの端
部を覆うキャップ状の部材として構成されている。
【００３０】
　図２によく示されているように、リンク部材１４及び回動ブラケット１５を貫通する前
述の軸部材３は、座面支持体３１のエンド部材３１ｃ及び背当支持体３２のエンド部材３
２ｂをも貫通している。このようにして、上述したように、背当支持体３２が、座面支持
体３１と接続され、座面支持体３１に対して揺動可能となっている。
【００３１】
　さらに、図２に二点鎖線で示されているように、一対の側枠３１ａ、前枠３１ｂ及び背
当枠３２ａに囲まれた部分に、シート５０を背面から支持するようになるベースシート３
３が張設、言い換えると張った状態で保持されている。ベースシート３３は、一対の側枠
３１ａ、前枠３１ｂ及び背当枠３２ａにその端部を取り付けられている。ベースシート３
３のうちの、一対の側枠３１ａ及び前枠３１ｂに保持された部分が、座面支持体３１の一
部を構成し、背当枠３２ａに保持された部分が背当支持体３２の一部を構成する。
【００３２】
　ただし、図示されたシート支持体３０は、一例にすぎず、種々の態様が想定され得る。
例えば、座面支持体３１及び背当支持体３２が、軸状のフレーム部材ではなく、板状のプ
レート部材にて構成されていてもよい。
【００３３】
　このようなシート支持体３０に対して、座部５１及び背当部５２を有したシート５０が
装着されている。図１から理解されるように、シート５０の座部５１は、シート支持体３
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０の座面支持体３１によって支持され、乳母車１に乗車する乳幼児の臀部を主として支持
する。一方、背当部５２は、背当支持体３２によって支持され、乳幼児の背中に対面する
位置に配置される。シート５０は柔軟性をもつため、乳母車１のリクライニング動作や折
り畳み動作に伴い、座部５１及び背当部５２を互いに対して接離させることが可能である
。
【００３４】
　以上のような全体構成を有した乳母車１は、以下のようにして、各構成部材を互いに回
動させることにより、折り畳むことができる。図３に、展開状態にある乳母車１の側面図
を示し、図４に、乳母車１を折り畳んだ状態を示す。
【００３５】
　図２に示す展開状態において、ハンドル２０がリンク部材１４に対して固定されると共
に、回動ブラケット１５もリンク部材１４に対して固定されている。これにより、乳母車
１の展開状態が維持され、乳母車１を安定して走行させることができる。乳母車１を折り
畳む際には、リンク部材１４と回動ブラケット１５とのロックを解除し、後方位置に配置
されたハンドル２０をいったん後上方に引き上げ、その後、下方に押し下げる。ハンドル
２０の動作に伴い、リンク部材１４及び回動ブラケット１５が後脚１２から離間し、回動
ブラケット１５は、後脚１２に対し図３において時計回り方向に回動する。また、この動
作にともなって、アームレスト１３及び座面支持体３１はリンク部材１４に対し図３にお
いて時計回り方向に回動する。換言すれば、アームレスト１３及び座面支持体３１は、そ
の前方部分が上方に持ち上がるように回動する。
【００３６】
　図４に示すように、このような操作により、側面視においてハンドル２０と前脚１１と
が略平行に配置されるとともにハンドル２０の配置位置が下げられ、乳母車１を折り畳む
ことができる。図４の折り畳まれた状態では、乳母車１の前後方向及び上下方向に沿った
寸法を小型化することができる。なお、乳母車１を折り畳み状態から展開するには、上述
した折り畳み操作と逆の手順を踏めばよい。
【００３７】
　さて、乳母車１を持ち運ぶ際には、乳母車１を折り畳んでコンパクトにした状態で持ち
運ぶのが都合がよい。従来のように、ハンドル２０の連結部分２２に一方の腕を掛けて持
ち運ぶ場合、連結部分２２の高さやハンドル２０のがたつきのせいで、乳母車１を容易に
持ち上げることができない。そこで、本実施の形態の乳母車１には、座面支持体３１の前
方部分に持ち手６０が設けられている。
【００３８】
　図５に、シート５０を取外した状態で持ち手６０を拡大して示す。図５に示すように、
持ち手６０は、座面支持体３１に保持されている。とりわけ、図５に示す乳母車１の展開
状態では、持ち手６０は、座面支持体３１から前方に突出している。
【００３９】
　図５に示す持ち手６０は、幅方向ｄ１に間隔を空けて座面支持体３１に取り付けられた
一対の基端部分６１と、一対の基端部分６１の間に掛け渡された本体部分６２と、を含ん
でいる。このうち、各基端部分６１は、筒状に形成されており、各基端部分６１内に座面
支持体３１の前枠３１ｂが挿入されている。前枠３１ｂが筒状の基端部分６１内を貫通す
ることで持ち手６０を保持している。ただし、各基端部分６１は、前枠３１ｂに固定され
ておらず、当該前枠３１ｂに沿って多少位置をずらすことが可能である。
【００４０】
　とりわけ、図５に示す例では、前枠３１ｂを挿入された一対の基端部分６１の間に、ベ
ースシート３３の前枠３１ｂに保持された部分３３ａが位置している。この場合、各基端
部分６１が、ベースシート３３の前枠３１ｂに保持された部分３３ａと、側枠３１ａと、
の間でその移動範囲を規制されることになる。このため、各基端部分６１の位置が安定し
持ち手６０を握りやすくなる。
【００４１】
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　本体部分６２は、帯状の形状をもち、一対の基端部分６１の間をコの字状に延びている
。図５に示す乳母車１の展開状態において、本体部分６２は、座面支持体３１の前枠３１
ｂよりも前方に位置し、当該前枠３１ｂとの間に手を挿入するための空間を形成している
。
【００４２】
　図６に、シート５０を取り付けた状態で持ち手６０を拡大して示す。図６から理解され
るように、展開状態にある乳母車１を上方から観察したときに、持ち手６０は、シート５
０の座部５１に重なる位置に位置している。すなわち、乳母車１の展開状態において、持
ち手６０は、シート５０によって隠れる位置に位置している。
【００４３】
　図５及び図６に示す持ち手６０をなす基端部分６１及び本体部分６２は、柔軟性をもつ
材料にて構成されている。一例として、基端部分６１及び本体部分６２は、天然の素材や
合成繊維の素材からなるベルト状の部材からなってもよい。
【００４４】
　また、持ち手６０の寸法の一例について言及すれば、持ち手６０をなすベルト材の幅Ｗ
１は、例えば１５ｍｍ～６０ｍｍ程度に設定される。持ち手６０の握り易さを考慮すると
、持ち手６０の幅方向ｄ１における長さＬ１は、例えば座面支持体３１の幅方向ｄ１にお
ける長さＬ２の０．５倍～０．９倍程度、具体的な値としては５０ｍｍ～３００ｍｍ程度
に設定される。また、持ち手６０への手の挿入し易さを考慮すると、持ち手６０を引き延
ばした状態において、本体部分６２が前枠３１ｂから離間する距離Ｄ１は、例えば３０ｍ
ｍ～１００ｍｍ程度に設定される。
【００４５】
　次に、以上のような構成からなる持ち手６０の使用方法について図７を参照して説明す
る。図７は、折り畳み状態にある乳母車１を持ち上げるようすを示す側面図である。
【００４６】
　図７に示す折り畳み状態において、持ち手６０は、シート５０の座部５１から露出する
と共に、座面支持体３１から上方に突出している。また、図７に示す折り畳み状態におい
て、持ち手６０は、ハンドル２０の連結部分２２及びガードアーム１８よりも下方に位置
している。
【００４７】
　図７に示すように、先ず、乳母車１を利用者の横に配置して、乳母車１の後脚１２側つ
まり背面側を利用者に向ける。そして、乳母車１とは反対側となる腕で乳幼児を抱き抱え
る。次に、ハンドル２０の連結部分２２を利用者の脇の間に挿入するようにして、持ち手
６０に手を近づける。続いて、乳母車１を脇の下に抱えるようにして膝を折り曲げ、持ち
手６０を握る。
【００４８】
　その後、曲げた膝を伸ばすと共に、乳母車１を持ち上げる。このとき、持ち手６０は、
ハンドル２０の連結部分２２及びガードアーム１８よりも低い位置に位置するため、乳母
車１を持ち上げたときに、相当な高さまで乳母車１を容易に浮かせることができる。
【００４９】
　その上、図７から理解されるように、乳母車１を持ち上げるときに、持ち手６０を引上
げる力は、乳母車１の上方且つ後方に向かう方向の力となる。この持ち手６０を引上げる
力は、図７に示す矢印Ｙ方向（図３に示す方向と一致）からみたときに、座面支持体３１
を時計回りに回動させるように作用する。上述のように、座面支持体３１を時計回り方向
に回動させる力は、乳母車１を折り畳む方向に作用する。すなわち、持ち手６０を握って
乳母車１を持ち上げる場合、手から座面支持体３１に加わる力が乳母車１を折り畳む方向
に作用するため、乳母車１の折り畳み状態を安定させることができる。この結果、乳母車
１を容易に持ち上げることが可能となる。
【００５０】
　以上のように、本実施の形態によれば、座面支持体３１に持ち手６０が取り付けられて
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いる。このような形態によれば、乳母車１を折り畳んだ状態において、持ち手６０がハン
ドル２０の連結部分２２よりも低い位置に位置するため、乳母車１を持ち上げたときに、
相当な高さまで乳母車１を浮かせることができる。その上、持ち手６０を握って乳母車１
を持ち上げる場合、手から座面支持体３１に加わる力は、乳母車１を折り畳む方向に作用
し、乳母車１の折り畳み状態を安定させる。これらの結果、大きな段差を乗り越える場合
や急な階段を昇降する場合であっても、乳母車１を楽な姿勢で容易に持ち運ぶことが可能
となる。
【００５１】
　また、本実施の形態によれば、持ち手６０は、折り畳み状態において座面支持体３１か
ら上方に突出する。この場合、乳母車１を持ち上げるときに、持ち手６０を握り易い。
【００５２】
　また、本実施の形態によれば、座面支持体３１は、幅方向ｄ１に対向する一対の側枠３
１ａと、一対の側枠３１ａを前方で接続する前枠３１ｂと、を有し、持ち手６０は、前枠
３１ｂに保持されている。この場合、乳母車１の幅方向ｄ１においてバランスのよい位置
で、持ち手６０を座面支持体３１に取り付けることができる。結果として、乳母車１をバ
ランスよく持ち上げることに寄与する。
【００５３】
　また、本実施の形態によれば、持ち手６０は、幅方向ｄ１に間隔を空けて座面支持体３
１に取り付けられた一対の基端部分６１と、一対の基端部分６１に掛け渡された本体部分
６２と、を含む。この場合、本体部分６２が安定した状態で一対の基端部分６１に保持さ
れることから、乳母車１を持ち上げるときに、持ち手６０に力を加え易い。
【００５４】
　また、本実施の形態によれば、折り畳み状態において、持ち手６０は、ガードアーム１
８よりも下方に位置している。この場合、持ち手６０の高さ方向の位置が一層手の掛け易
い位置となる。
【００５５】
　また、本実施の形態によれば、展開状態にある乳母車１を上方から観察したときに、持
ち手６０は、シート５０の座部５１に重なっている。この場合、乳母車１の展開状態にお
いて、持ち手６０をシート５０で隠すことができるため、持ち手６０がシート５０からは
み出すことによる不具合を防止することができる。また、外観の面でも優れる。
【００５６】
　また、本実施の形態によれば、本体部分６２は、柔軟性をもつベルト状の部材からなる
。この場合、持ち手６０を軽量且つ丈夫に構成することに寄与する。
【００５７】
　なお、持ち手６０は、本体部分６２が帯状のベルト材からなる例に限定されない。図８
及び図９に、持ち手６０の他の例を示す。図８及び図９に示す例でも、持ち手６０は、幅
方向ｄ１に間隔を空けて座面支持体３１に取り付けられた一対の基端部分６１と、一対の
基端部分６１に掛け渡された本体部分６２と、を含んでいる。各基端部分６１は、座面支
持体３１の前枠３１ｂに固定され、本体部分６２がピン６３を介して基端部分６１に枢着
されている。
【００５８】
　乳母車１を持ち運ぶときには、図８に示す使用状態まで持ち手６０を旋回させて、持ち
手６０を利用することになる。図８に示す使用状態において、本体部分６２は、座面支持
体３１の前枠３１ｂよりも前方に突出する。
【００５９】
　これに対して、持ち手６０を使用しないときには、図９に示す収納状態まで持ち手６０
を旋回させて、持ち手６０を座面支持体３１の下に収納する。図９に示す収納状態におい
て、本体部分６２は、座面支持体３１の下側に位置するまで折り畳まれる。
【００６０】
　このように、本体部分６２を基端部分６１に対して旋回させることで、使用状態におい
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て本体部分６２を持ち易くする一方で、持ち手６０を使用しないときには持ち手６０を座
面支持体３１の下に収納することができる。この結果、持ち手６０の利便性が向上する。
【符号の説明】
【００６１】
１　　乳母車
１０　本体フレーム
１８　ガードアーム
２０　ハンドル
２２　操作部分
３０　シート支持体
３１　座面支持体
３１ａ　側枠
３１ｂ　前枠
３２　背当支持体
５０　シート
５１　座部
５２　背当部
６０　持ち手
６１　基端部分
６２　本体部分
ｄ１　幅方向

【図１】 【図２】
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【図１０】
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